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12月に入り今年も残すところわずかとなりました。誰もが忙しくなるのがこの時期です。時間に余裕を持ち、落ち着いて行動し
たいと思います。今号は、工事現場技術者による安全施工技術研究発表会について報告します。

「工事現場技術者による安全施工技術研究発表会」
を開催しました

12月6日（木）、越美山系砂防事務所にて「工事現場技術者による安全施工技術研究発表会」を開催しました。この研究発表会は、施工条件が厳
しい砂防工事における優れた安全技術を共有し、更なる安全性の向上を図ることを目的として毎年開催しています。

主催者挨拶

冒頭、吉野事務所長から、「本年は全国各地で災害が多発し、当管内においても斜面の崩壊や既設砂防堰堤の被災などが発生しましたが、皆様の

ご協力により迅速かつ適切な対応が出来ましたことを感謝します」と挨拶があり、その後発表会が開始されました。

クマタカ通信

「工事現場技術者による安全施工技術研究発表会」を開催しました
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発表状況

今回の発表は11議題あり、各工事現場を担当する技術者が現場での安全対策の工夫点や取組などを発表しました。

意見交換

各工事現場で創意工夫した安全対策について、参加者からも「土石流センサーは使用しているが、川の水面上昇を検知する装置は知らなかった、
詳細を知りたい」「バックホウとの接触防止対策として安全ポールを取付けられましたがどのくらいの長さのポールですか」「本工事で行った安

全対策は、他の現場でも行っていますか」等の質問があり、活発な質疑応答がおこなわれました。

また、安全意識をさらに向上させるため、岐阜労働局大垣労働基準監督署早川政志様により、「建設業における労働災害防止対策について」の講
演を行いました。近隣の工事現場で発生した労働災害を事例として安全対策の必要性や法令改正のポイントの説明や、フルハーネス式の保護具を
実際に参加者が装着して機能を解説するなど、よりわかりやすい講演となりました。



実演を踏まえた講演

片桐副所長より講評が行なわれ、発表者一人一人について労いの言葉をかけ、「今後も公共工事を安全に施工して下さい」と呼びかけました。
審査の結果、最優秀賞１名・優秀賞２名が選ばれ、表彰状が贈られました。

最優秀賞あめでとうございます！



受賞者のみなさま

◆受賞者
最優秀賞：小澤清孝氏（(株)所組）
優秀賞：立田有希氏（加藤建設(株)）、大野洋介氏（西濃建設(株)）

【発表者・タイトル】
(株)久保田工務店　田中　朗
「ナンノ谷砂防堰堤１号改築工事における安全対策について」

(株)所組　増元　隆

「アテガ平谷第１砂防堰堤道路工事における安全対策について」　　　　　　　

(株)ヤマモト　藤原　寛美
「三倉大谷第１砂防堰堤道路工事における安全対策について」　　　　　　　

揖斐昭和建設(株)　中條　裕紀
「平成30年度揖斐川砂防出張所管内整備工事における安全対策について」　　　

(株)久保田工務店　篠田　達也
「大谷川第３砂防堰堤道路工事における安全対策について」

(株)所組　小澤　清孝
「平成30年度越美山系根尾川流木対策工事における安全対策について」

西建産業(株)　堀部　真矢

「坂内白谷第１砂防堰堤工事における安全対策について」

(株)ヤマモト　中島　時義
「下谷第２砂防堰堤工事における安全対策について」

田中建設工業(株)　山口　タケル
「ガラン谷第１砂防堰堤道路工事における安全対策について」

西濃建設(株)　大野　洋介
「高地谷第1砂防堰堤工事における安全対策について」

加藤建設(株)　立田　有希
「命を守る為に出来る事」　　　

○実施概要
日時：平成30年12月６日（木）13:00～17:00
場所：越美山系砂防事務所　２階会議室



参加者：(株)久保田工務店、(株)所組、(株)ヤマモト、揖斐昭和建設(株)、西建産業(株)、田中建設工業(株)、西濃建設(株)、加藤建設(株)、大藤
電設(株)、朝日電気工業(株)、富士電機(株)、大日コンサルタント(株)、(株)石田技術コンサルタンツ、(株)興栄コンサルタント、イッセイコンサ
ルタント(株)、一般社団法人パブリックサービス、いであ(株)、大同コンサルタンツ(株)、中日本建設コンサルタント(株)、大日コンサルタント

(株)、(株)朝日工営、サンコーコンサルタント(株)、(株)パスコ、(株)創信、日本工営(株)、アジア航測(株)、越美山系砂防ボランティア協会、大
垣労働基準監督署、越美山系砂防事務所（合計：56名参加）※順不同　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

-----------------------

Twitter、やってます♪
　越美山系砂防事務所が所管する揖斐川及び根尾川上流域の砂防事業に関する情報を中心に発信しています。

みなさまのフォローをお待ちしております！
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